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特別記事

松
井
弘
明
君
学
位
請
求
論
文
審
査
報
告

松
井
弘
明
君
提
出
に
か
か
る
学
位
請
求
論
文
「
ソ
連
の
国
防
と
東
欧
」

の
構
成
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
　
　
ま
え
が
き

　
　
第
一
部
第
二
次
大
戦
後
に
お
け
る
ソ
連
の
国
防
政
策

　
　
　
第
一
章
ス
タ
ー
リ
ソ
か
ら
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
ヘ
ー
戦
略
思
想
と
国

　
　
　
　
　
　
防
政
策
の
変
革
－

　
　
　
　
第
一
節
ス
タ
ー
リ
ソ
の
戦
略
思
想

　
　
　
　
第
二
節
　
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
の
戦
略
思
想
と
国
防
政
策

　
　
　
第
二
章
戦
略
思
想
の
再
転
換
と
軍
事
活
動
の
活
発
化

　第
第二　　　　第
四部第第第第三第第第
章四三二一章三二一　ソ節節節節　節節節

フ
ル
シ
チ
ョ
フ
戦
略
思
想
の
修
正

軍
事
力
の
建
設
と
S
A
L
T

デ
タ
ソ
ト
期
の
軍
事
外
交
的
進
出

一
九
八
○
年
代
前
半
の
ソ
連
軍

戦
略
思
想
i
ウ
ス
チ
ー
ノ
フ
と
オ
ガ
ル
コ
フ
の
相
違

軍
事
組
織
の
再
編
成

人
事
上
の
諸
問
題

軍
事
関
係
法
の
改
正

ソ
連
の
国
防
政
策
と
東
欧

　
ソ
連
の
安
全
保
障
と
東
欧
の

「
解
放
」

　
　
第
一
節
　
ソ
連
の
安
全
保
障
に
お
け
る
東
欧
の
位
置
づ
け

　
　
第
二
節
　
ソ
連
体
制
へ
の
組
み
込
み

　
　
第
三
節
第
二
次
大
戦
後
に
お
け
る
東
欧
諸
国
の
軍
事
的
発
展

　
　
第
四
節
　
ワ
ル
シ
ャ
ワ
条
約
と
そ
の
機
構
の
概
略

　
第
五
章
　
ワ
ル
シ
ャ
ワ
条
約
締
結
前
史

　
　
第
一
節
ド
イ
ッ
再
軍
備
問
題
を
め
ぐ
る
状
況
の
変
化

　
　
第
二
節
ド
イ
ッ
再
軍
備
の
具
体
化
と
ソ
連
の
対
応

　
　
第
三
節
　
ヨ
ー
冒
ッ
パ
防
衛
体
制
の
進
展
と
ソ
連
の
外
交
攻
勢

　
　
第
四
節
　
ワ
ル
シ
ャ
ワ
条
約
締
結
の
目
的

　
第
六
章
　
ワ
ル
シ
ャ
ワ
条
約
機
構
の
変
質

　
　
第
一
節
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
時
代
に
お
け
る
ソ
連
の
認
識
の
変
化

　
　
　
　
　
と
そ
の
要
因

　
　
第
二
節
　
ワ
ル
シ
ャ
ワ
条
約
機
構
重
視
へ
の
転
換

　
　
第
三
節
　
ワ
ル
シ
ャ
ワ
条
約
機
構
の
改
革
と
そ
の
意
味

　
第
七
章
　
ワ
ル
シ
ャ
ワ
条
約
機
構
合
同
軍
事
演
習
の
考
察

　
　
第
一
節
合
同
軍
事
演
習
の
動
向

　
　
第
二
節
合
同
軍
事
演
習
の
意
味

　
　
第
三
節
　
ワ
ル
シ
ャ
ワ
条
約
機
構
の
存
在
理
由

第
三
部
東
欧
の
政
治
と
ソ
連
・
東
欧
関
係

　
第
八
章
　
「
人
民
民
主
主
義
」
理
論
に
お
け
る
権
力
関
係

　
　
第
一
節
移
行
期
に
お
け
る
権
力
関
係
の
本
質
と
形
態

　
　
第
二
節
初
期
の
人
民
民
主
主
義
論

　
　
第
三
節
理
論
が
先
か
、
現
実
が
先
か
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　　第　　　第
第第十第第第九第第
二一章三二一章五四
節節　節節節　節節

　
第
三
節

　
第
四
節

第
十
一
章

　
第
一
節

第
二
節

　
第
三
節

　
第
四
節

第
十
二
章

　
第
一
節

　
第
二
節

　
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
硬
直
化

　
社
会
主
義
の
課
題

カ
ダ
ー
ル
政
権
の
成
立
と
秩
序
形
成
過
程

　
新
政
権
成
立
時
に
お
け
る
カ
ダ
ー
ル
の
認
識
と
行
動

　
党
、
政
府
組
織
の
再
建

　
労
働
者
評
議
会

ル
ー
マ
ニ
ア
に
お
け
る
権
力
闘
争
と
対
ソ
関
係

　
共
産
党
の
権
力
確
立
と
党
内
派
閥

　
東
欧
に
お
け
る
「
チ
ト
ー
主
義
者
」
の
粛
清
と
ル
ー

マ
ニ
ア
の
特
殊
性

　
非
ス
タ
ー
リ
ン
化
と
ゲ
オ
ル
ギ
ゥ
“
デ
ジ
の
権
力

　
ハ
ソ
ガ
リ
ー
事
件
と
ル
ー
マ
ニ
ア
の
自
主
路
線

　
ル
ー
マ
ニ
ア
国
防
政
策
の
形
成
と
発
展

　
ワ
ル
シ
ャ
ワ
条
約
機
構
締
結
時
に
お
け
る
ル
ー
マ
ニ

ア
の
姿
勢

　
ハ
ソ
ガ
リ
ー
事
件
か
ら
ル
ー
マ
ニ
ア
駐
留
ソ
連
軍
の

撤
退
ま
で

　
チ
ェ
コ
事
件
に
至
る
自
主
路
線
の
展
開

　
ル
ー
マ
ニ
ア
国
防
政
策
の
理
論
と
実
践

　
ソ
連
・
東
欧
関
係
－
低
下
す
る
ソ
連
の
統
制
力

　
ソ
連
・
東
ド
イ
ッ
関
係
の
変
質

　
ソ
連
・
東
欧
－
二
国
間
関
係
と
多
国
間
関
係

　
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
に
ま
た
が
る
大
国
ソ
連
の
か
か
え
る
安
全
保
障
上
の

問
題
は
、
非
常
に
多
岐
に
わ
た
る
。
そ
の
な
か
で
も
、
東
欧
諸
国
と
の
関

係
は
ソ
連
の
安
全
保
障
に
と
っ
て
最
も
重
要
な
問
題
の
一
つ
で
あ
る
。
ソ

連
と
東
欧
と
の
関
係
は
、
国
際
政
治
に
お
け
る
パ
ワ
ー
・
ポ
リ
テ
ィ
ッ
ク

ス
を
直
接
反
映
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
に
対
応
す
る
ソ
連
の
政
策
を
規
定

す
る
重
要
な
要
因
で
も
あ
る
。
本
論
文
は
、
ソ
連
と
東
欧
諸
国
と
の
関
係

を
主
と
し
て
軍
事
的
側
面
か
ら
捉
え
、
ワ
ル
シ
ャ
ワ
条
約
機
構
を
主
要
な

分
析
対
象
と
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
わ
が
国
に
お
け
る
ソ
連
、
東
欧
研
究

の
多
く
の
成
果
の
な
か
で
も
、
前
人
の
踏
み
こ
む
こ
と
の
少
な
か
っ
た
新

た
な
分
野
を
開
拓
し
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
著
者
は
、
東
欧
の
範
囲
の
な

か
に
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
東
ド
イ
ッ
、
チ
ェ
コ
ス
ロ
バ
キ
ア
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
、

ル
ー
マ
ニ
ア
、
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ピ
ア
、
ブ
ル
ガ
リ
ア
、
ア
ル
バ
ニ
ア
諸
国
を

含
め
て
い
る
。

　
第
一
部
は
、
ソ
連
と
東
欧
諸
国
と
の
軍
事
的
関
係
を
考
察
す
る
に
あ
た

っ
て
、
ま
ず
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
ソ
連
の
国
防
政
策
を
概
観
し
た
も
の

で
あ
る
。

　
第
一
章
は
、
ス
タ
ー
リ
ン
か
ら
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
に
い
た
る
戦
略
思
想
の

転
換
を
扱
う
。
著
者
は
、
ス
タ
ー
リ
ソ
の
戦
略
思
想
を
特
徴
づ
け
る
三
つ

の
要
素
を
指
摘
す
る
．
資
本
主
義
諸
国
の
包
囲
網
か
ら
の
脱
出
、
マ
ル
ク

ス
・
レ
ー
ニ
ン
主
義
に
も
と
づ
く
反
帝
国
主
義
的
正
義
の
戦
争
の
概
念
、

帝
国
主
義
時
代
に
お
け
る
戦
争
不
可
避
論
が
そ
れ
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

ス
タ
ー
リ
ソ
の
戦
略
論
に
お
い
て
は
、
平
和
共
存
が
一
時
的
戦
術
で
あ
っ

た
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
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一
九
五
三
年
の
ス
タ
ー
リ
ソ
死
後
拾
頭
し
て
き
た
マ
レ
ソ
コ
フ
は
、
軍

事
戦
略
思
想
面
に
お
い
て
も
非
ス
タ
ー
リ
ン
化
を
推
進
し
た
。
そ
の
主
張

の
中
核
は
「
核
戦
争
共
倒
れ
論
」
で
あ
っ
た
。
し
か
し
．
こ
の
主
張
は
保

守
的
軍
人
と
政
治
家
の
反
発
を
招
き
．
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
は
こ
の
潮
流
に
の

っ
て
マ
レ
ソ
コ
フ
追
放
に
成
功
し
た
の
で
あ
る
。
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
は
、
権

力
を
掌
握
す
る
や
い
な
や
そ
れ
ま
で
の
立
場
を
変
え
、
マ
レ
ン
コ
フ
の
戦

略
思
想
を
受
け
継
ぐ
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
．
著
者
は
、
フ
ル
シ
チ
ョ
フ

の
戦
略
思
想
が
核
兵
器
使
用
の
回
避
、
戦
争
は
必
ず
し
も
革
命
の
条
件
で

な
い
こ
と
、
社
会
主
義
へ
の
平
和
移
行
の
可
能
性
、
限
定
局
地
戦
争
か
ら

世
界
的
全
面
戦
争
へ
拡
大
す
る
可
能
性
の
四
つ
の
要
素
か
ら
構
成
さ
れ
て

い
た
と
主
張
す
る
．
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
は
か
か
る
認
識
の
基
礎
の
上
に
立
っ

て
I
C
B
M
重
視
と
在
来
兵
力
軽
視
の
軍
事
政
策
を
展
開
し
た
。
し
か
し
、

こ
の
よ
う
な
政
策
も
ま
た
伝
統
的
思
考
を
も
つ
政
治
家
と
軍
人
の
反
対
に

あ
い
、
そ
の
こ
と
も
一
因
と
な
っ
て
一
九
六
四
年
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
は
失
脚

さ
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　
第
二
章
は
、
一
九
六
〇
年
代
後
半
以
降
の
ブ
レ
ジ
ネ
フ
時
代
に
お
け
る

フ
ル
シ
チ
ョ
フ
戦
略
思
想
の
修
正
を
扱
っ
て
い
る
。
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
の
核

兵
器
偏
重
、
在
来
兵
器
軽
視
を
批
判
し
て
、
ブ
レ
ジ
ネ
フ
指
導
下
の
ソ
連

は
、
戦
略
核
戦
力
と
と
も
に
在
来
兵
器
の
増
強
に
努
め
、
民
族
解
放
戦
争

を
支
援
し
て
局
地
限
定
戦
争
へ
の
備
え
を
強
化
し
た
．
そ
の
結
果
、
世
界

政
治
に
お
け
る
軍
事
的
立
場
を
強
化
し
た
ソ
連
は
、
一
九
七
〇
年
代
に
は

ア
メ
リ
カ
と
対
等
の
立
場
で
S
A
L
T
I
、
S
A
L
T
H
を
締
結
し
、
戦

略
攻
撃
用
核
兵
器
の
現
状
凍
結
に
成
功
し
た
が
．
他
方
で
国
防
費
の
増
加

に
よ
る
経
済
的
困
難
を
か
か
え
こ
む
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
．

　
第
三
章
は
、
一
九
七
〇
年
代
末
の
前
記
軍
事
戦
略
が
生
み
出
し
た
主
要

な
諸
間
題
を
と
り
あ
げ
、
今
日
ソ
連
の
政
府
と
軍
が
そ
れ
ら
の
解
決
に
と

り
く
ん
で
い
る
情
況
を
分
析
し
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、
核
戦
争
可
避
論
を

め
ぐ
る
ウ
ス
チ
ー
ノ
フ
と
オ
ガ
ル
コ
フ
の
論
争
、
軍
事
組
織
の
再
編
成
、

軍
の
人
事
．
軍
事
関
係
法
改
正
の
諸
問
題
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
．
と
く
に
、

従
来
あ
ま
り
研
究
者
が
注
目
し
な
か
っ
た
軍
事
関
係
法
の
分
析
を
通
し
て
．

著
者
が
ソ
連
の
か
か
え
る
人
口
と
民
族
の
問
題
、
ソ
連
の
国
際
的
危
機
意

識
と
国
境
警
備
の
増
強
、
軍
事
刑
罰
の
強
化
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
点
は

評
価
さ
れ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　
こ
の
よ
う
に
し
て
第
一
部
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
以
後
の
軍
事
戦
略
思

想
の
発
展
を
簡
潔
に
ま
と
め
て
い
る
。
そ
れ
は
、
ワ
ル
シ
ャ
ワ
条
約
機
構

を
中
心
と
し
た
ソ
連
と
東
欧
と
の
軍
事
関
係
を
分
析
し
た
第
二
部
の
基
礎

を
な
す
も
の
で
あ
る
。

　
第
四
章
は
、
東
欧
諸
国
の
「
ソ
連
化
」
の
過
程
を
解
明
し
た
も
の
で
あ

る
。
地
政
学
的
に
東
欧
は
「
ソ
連
の
安
全
保
障
上
重
要
な
緩
衝
地
帯
」
で

あ
っ
た
。
し
か
し
歴
史
的
に
見
れ
ば
、
東
欧
諸
国
は
長
年
に
わ
た
る
冒
シ

ア
（
ソ
連
）
と
の
敵
対
の
歴
史
を
も
っ
て
い
る
．
こ
こ
に
ソ
連
の
東
欧
支

配
の
必
要
性
と
困
難
性
が
あ
る
の
で
あ
る
。

　
著
者
は
、
ソ
連
の
東
欧
支
配
の
主
要
な
手
段
と
し
て
、
共
産
党
政
権
の

樹
立
、
条
約
上
の
結
合
、
経
済
協
力
機
構
へ
の
統
合
の
三
つ
を
抽
出
し
て

い
る
。
本
章
は
か
か
る
観
点
か
ら
東
欧
諸
国
の
軍
隊
の
ソ
連
化
の
過
程
を

分
析
し
て
b
る
．
東
欧
諸
国
の
党
と
軍
に
お
け
る
粛
清
と
そ
れ
に
と
も
な
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う
ソ
連
に
支
援
さ
れ
た
勢
力
の
権
力
掌
握
．
コ
ミ
ソ
フ
ォ
ル
ム
結
成
（
一

九
四
七
年
）
．
ワ
ル
シ
ャ
ワ
条
約
締
結
（
一
九
五
五
年
）
、
コ
メ
コ
ソ
組
織
（
一

九
四
九
年
）
な
ど
の
問
題
が
扱
わ
れ
て
い
る
。

　
第
五
章
は
明
確
な
間
題
意
識
に
よ
っ
て
貫
か
れ
て
い
る
．
そ
れ
は
、
ワ

ル
シ
ャ
ワ
条
約
締
結
過
程
の
分
析
を
通
し
て
、
そ
こ
に
こ
め
ら
れ
た
ソ
連

の
真
の
目
的
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
著
者
は
、
通
常
考
え
ら
れ

て
い
る
ワ
ル
シ
ャ
ワ
条
約
締
結
に
対
す
る
ソ
連
の
四
つ
の
目
的
を
ま
ず
列

挙
す
る
。
e
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
国
家
条
約
成
立
後
も
ハ
ソ
ガ
リ
ー
と
ル
ー

マ
ニ
ア
に
ソ
連
軍
を
駐
留
さ
せ
る
こ
と
、
⇔
東
ド
イ
ッ
と
ア
ル
バ
ニ
ア
を

ソ
連
の
軍
事
条
約
網
に
加
え
る
こ
と
、
曾
東
欧
支
配
を
確
実
に
す
る
こ
と
、

四
N
A
T
O
へ
の
対
抗
が
そ
れ
で
あ
る
。
著
者
は
、
こ
れ
ら
四
つ
の
目
的

を
検
討
し
、
い
ず
れ
も
根
拠
が
不
十
分
で
あ
る
こ
と
を
論
証
し
た
の
ち
、

ソ
連
の
外
交
政
策
に
お
け
る
ド
イ
ッ
処
理
問
題
の
重
要
性
に
注
目
す
る
。

　
一
九
四
六
年
以
来
の
東
西
冷
戦
の
激
化
、
そ
れ
に
と
も
な
う
東
西
ド
イ

ツ
の
分
裂
の
固
定
化
は
西
ド
イ
ッ
の
米
英
仏
へ
の
一
層
の
接
近
を
も
た
ら

し
た
。
そ
の
結
果
、
西
ド
イ
ッ
は
再
軍
備
を
開
始
し
、
一
九
五
五
年
五
月

に
は
N
A
T
O
加
盟
を
実
現
し
た
。
こ
の
よ
う
な
動
き
に
対
し
て
ソ
連
は
、

西
側
諸
国
を
含
む
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
集
団
安
全
保
障
構
想
を
も
っ
て
臨
み
、
そ

の
実
現
が
不
可
能
で
あ
る
と
見
る
や
、
直
ち
に
一
九
五
五
年
五
月
ユ
ー
ゴ

ス
ラ
ピ
ア
を
除
く
東
欧
七
力
国
と
ワ
ル
シ
ャ
ワ
条
約
を
締
結
し
た
の
で
あ

る
。
著
者
は
、
以
上
の
分
析
に
も
と
づ
い
て
、
ワ
ル
シ
ャ
ワ
条
約
締
結
に

こ
め
ら
れ
た
当
時
の
ソ
連
の
真
の
目
的
が
N
A
T
O
へ
の
対
抗
に
で
は
な

く
、
西
ド
イ
ッ
の
再
軍
備
と
N
A
T
O
加
盟
を
阻
止
す
る
こ
と
に
あ
っ
た

と
解
釈
し
て
い
る
。
こ
れ
は
．
本
書
を
貫
く
ワ
ル
シ
ャ
ワ
条
約
．
よ
り
広

く
は
ソ
連
・
東
欧
関
係
に
対
す
る
著
者
の
見
解
を
示
す
も
の
と
し
て
注
目

さ
れ
る
。

　
第
六
章
は
、
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
の
時
代
か
ら
ブ
レ
ジ
ネ
フ
の
時
代
へ
移
行

す
る
に
つ
れ
て
、
西
ド
イ
ッ
の
再
軍
備
と
N
A
T
O
加
盟
を
阻
止
す
る
と

い
う
前
述
の
目
的
を
も
っ
た
ワ
ル
シ
ャ
ワ
条
約
の
性
格
が
、
ソ
連
の
東
欧

統
制
の
手
段
へ
と
変
化
し
て
い
く
過
程
を
跡
づ
け
た
も
の
で
あ
る
．
一
九

五
六
年
の
ハ
ソ
ガ
リ
ー
事
件
を
契
機
と
し
て
、
「
ワ
ル
シ
ャ
ワ
条
約
の
大

き
な
欠
落
部
分
で
あ
っ
た
ソ
連
軍
の
（
東
欧
諸
国
へ
の
）
駐
留
」
が
駐
留

条
約
締
結
に
よ
っ
て
正
当
化
さ
れ
た
．
そ
れ
は
、
に
わ
か
に
ソ
連
の
東
欧

統
制
の
手
段
た
る
性
格
を
も
つ
に
い
た
る
．
但
し
、
ワ
ル
シ
ャ
ワ
条
約
の

こ
の
よ
う
な
性
格
に
沿
っ
た
政
策
が
本
格
的
に
展
開
さ
れ
る
の
は
、
フ
ル

シ
チ
ョ
フ
時
代
で
は
な
く
、
一
九
六
五
年
以
降
の
ブ
レ
ジ
ネ
フ
時
代
で
あ

っ
た
、
と
い
う
の
が
著
者
の
見
解
で
あ
る
。
、

　
し
か
し
、
ワ
ル
シ
ャ
ワ
条
約
機
構
を
通
し
て
の
ソ
連
の
東
欧
統
制
強
化

の
試
み
は
、
ル
ー
マ
ニ
ア
の
激
し
い
抵
抗
に
あ
い
、
東
欧
諸
国
も
こ
の
点

で
は
ソ
連
に
同
調
し
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
を
反
映
し
て
、
ワ
ル

シ
ャ
ワ
条
約
機
構
は
、
一
九
六
九
年
に
国
防
相
委
員
会
、
軍
事
評
議
会
、

兵
器
・
器
材
標
準
化
委
員
会
を
、
ま
た
一
九
七
六
年
に
は
外
相
会
議
を
設

置
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ソ
連
・
東
欧
関
係
の
形
式
的
平
等
化
を
は
か
っ

た
の
で
あ
る
。
著
者
は
か
か
る
形
式
的
平
等
化
の
効
果
を
つ
ぎ
の
よ
う
に

述
べ
て
い
る
。
「
チ
ェ
コ
事
件
で
ピ
ー
ク
に
達
し
た
東
欧
諸
国
の
遠
心
化

傾
向
に
歯
止
め
を
か
け
る
こ
と
、
中
ソ
対
立
の
激
化
に
対
し
加
盟
国
間
の
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団
結
の
強
さ
を
示
す
必
要
が
あ
っ
た
こ
と
、
デ
タ
ソ
ト
“
東
西
対
話
を
進

め
る
上
で
、
と
く
に
加
盟
国
間
で
緊
密
な
意
見
の
交
換
を
行
い
、
意
思
の

疎
通
を
計
る
と
と
も
に
、
東
西
諸
国
の
独
走
を
規
制
す
る
こ
と
」
が
そ
れ

で
あ
る
．
換
言
す
れ
ば
、
形
式
的
平
等
化
か
ら
は
ソ
連
の
指
導
下
に
東
欧

諸
国
の
一
層
の
団
結
を
も
た
ら
す
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と

に
な
る
．
さ
ら
に
ソ
連
は
、
一
九
六
八
年
の
チ
ェ
コ
ス
ロ
バ
キ
ア
ヘ
の
侵

攻
を
通
し
て
軍
隊
の
チ
ェ
コ
駐
留
を
正
当
化
し
て
い
っ
た
。
以
上
の
分
析

を
通
し
て
、
著
者
は
、
ソ
連
が
「
形
式
的
に
は
東
欧
諸
国
と
の
平
等
化
を

は
か
り
な
が
ら
、
実
質
的
に
は
コ
γ
ト
β
ー
ル
を
強
化
」
し
て
い
っ
た
と

主
張
し
て
い
る
の
で
あ
る
．
著
者
の
こ
の
主
張
は
説
得
的
で
あ
る
。
し
か

し
、
ソ
連
と
東
欧
諸
国
と
の
形
式
的
平
等
化
は
ソ
連
の
東
欧
に
対
す
る
統

制
力
低
下
の
契
機
を
内
包
し
て
い
る
こ
と
に
も
わ
れ
わ
れ
は
注
意
を
喚
起

し
て
お
き
た
い
。

　
こ
こ
で
示
さ
れ
た
ワ
ル
シ
ャ
ワ
条
約
機
構
の
性
格
は
．
第
七
章
に
お
け

る
同
機
構
の
合
同
軍
事
演
習
の
分
析
を
通
し
て
一
層
鮮
明
に
描
き
出
さ
れ

る
。
著
者
は
ま
ず
、
ワ
ル
シ
ャ
ワ
条
約
機
構
の
合
同
演
習
が
ソ
連
軍
の
駐

留
し
て
い
な
い
地
域
に
公
然
と
軍
を
進
め
る
効
果
の
あ
る
こ
と
を
指
摘
す

る
。
つ
づ
い
て
著
者
は
、
演
習
に
か
ん
す
る
資
料
を
丹
念
に
整
理
す
る
な

か
で
、
演
習
の
頻
度
が
東
欧
諸
国
の
政
治
動
向
に
関
連
し
て
い
る
と
い
う

事
実
を
発
見
す
る
。
す
な
わ
ち
、
合
同
演
習
の
頻
度
は
一
九
六
八
年
の
チ

ェ
コ
事
件
と
八
○
年
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
危
機
に
際
し
て
頂
点
に
達
す
る
。
こ

こ
か
ら
著
者
は
、
ワ
ル
シ
ャ
ワ
条
約
が
主
と
し
て
N
A
T
O
に
向
け
ら
れ

た
も
の
で
億
な
く
、
東
欧
同
盟
諸
国
に
対
す
る
ソ
連
の
支
配
と
そ
れ
ら
諸

国
に
お
け
る
「
反
革
命
」
に
向
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
主
張
を
再

確
認
す
る
の
で
あ
る
。

　
第
三
部
は
、
東
欧
諸
国
の
政
治
の
観
点
に
立
っ
て
ソ
連
・
東
欧
関
係
を

論
じ
た
も
の
で
あ
る
。
東
欧
諸
国
に
と
っ
て
ソ
連
の
支
配
は
二
重
の
意
味

を
も
っ
て
い
た
。
一
面
で
は
、
東
欧
諸
国
は
社
会
主
義
政
権
樹
立
の
過
程

で
ソ
連
の
支
援
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
し
、
冷
戦
の
下
で
ソ
連
の

庇
護
を
受
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
多
く
の
利
益
を
獲
得
す
る
こ
と
が
で
き
た

し
か
し
、
他
面
で
は
、
東
欧
諸
国
自
身
の
発
展
と
冷
戦
構
造
の
弛
緩
の
な

か
で
、
東
欧
諸
国
は
ソ
連
の
統
制
か
ら
よ
り
大
き
な
自
由
を
求
め
る
に
い

た
る
。
こ
の
二
つ
の
作
用
の
間
で
ソ
連
・
東
欧
関
係
が
展
開
し
て
い
っ
た

の
で
あ
る
。

　
ソ
連
の
力
を
借
り
つ
つ
も
、
ソ
連
と
は
異
な
っ
た
社
会
的
背
景
の
な
か

で
社
会
主
義
政
権
を
樹
立
し
た
東
欧
諸
国
は
、
そ
の
後
の
発
展
の
な
か
で

理
論
的
に
も
実
践
的
に
も
ソ
連
の
体
制
に
適
応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ

た
。
第
八
章
で
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
人
民
民
主
主
義
理
論
の
権
力
関
係

は
、
そ
の
よ
う
な
理
論
的
問
題
の
一
つ
で
あ
る
。
但
し
、
こ
こ
で
用
い
ら

れ
て
い
る
権
力
関
係
と
い
う
用
語
は
必
ず
し
も
馴
じ
ま
な
い
。
こ
こ
で
は

そ
の
内
容
か
ら
し
て
、
そ
れ
は
国
家
権
力
の
階
級
的
基
盤
と
い
う
意
味
に

解
す
る
。

　
周
知
の
よ
う
に
、
マ
ル
ク
ス
に
お
い
て
は
資
本
主
義
か
ら
共
産
主
義
へ

の
過
渡
期
の
権
力
と
し
て
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
独
裁
が
想
定
さ
れ
て
い
た
．
レ

ー
ニ
ン
は
さ
ら
に
こ
の
点
を
発
展
さ
せ
、
過
渡
期
の
権
力
の
本
質
を
プ
ロ

レ
タ
リ
ァ
独
裁
と
規
定
し
つ
つ
も
．
そ
の
形
態
は
多
様
で
あ
り
、
そ
こ
で
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は
非
プ
・
レ
タ
リ
ア
的
階
級
と
の
同
盟
の
形
態
を
示
唆
し
て
い
た
．
人
民

民
主
主
義
理
論
は
こ
の
問
題
の
延
長
線
上
に
あ
っ
た
．

　
著
者
は
、
一
九
四
五
年
か
ら
四
七
年
に
い
た
る
人
民
民
主
主
義
理
論
の

展
開
を
．
ブ
ル
ガ
リ
ア
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ピ
ア
、
ル
ー
マ
ニ

ア
、
チ
ェ
コ
ス
ロ
バ
キ
ア
．
ハ
ン
ガ
リ
ー
に
例
を
と
っ
て
検
討
し
て
い
る
。

こ
の
時
期
に
お
い
て
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
と
そ
の
前
衛
た
る
共
産
党
は
、

こ
れ
ら
諸
国
に
お
い
て
絶
対
的
権
力
を
確
立
し
て
い
な
か
っ
た
。
し
た
が

っ
て
、
そ
こ
で
成
立
し
た
政
権
は
、
本
質
規
定
に
お
い
て
も
、
形
態
規
定

に
お
い
て
も
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
独
裁
と
は
い
え
ず
、
そ
れ
に
か
わ
っ
て
人

民
民
主
主
義
の
概
念
が
用
い
ら
れ
て
い
た
。

　
そ
れ
で
は
、
人
民
民
主
主
義
と
は
何
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
曖
昧
さ
が

残
る
。
著
者
は
、
こ
の
曖
昧
さ
を
生
み
出
し
た
要
因
と
し
て
、
政
権
そ
の

も
の
の
流
動
的
状
況
に
加
え
て
ソ
連
の
容
認
が
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て

い
る
。
か
か
る
観
点
か
ら
著
者
は
、
ヴ
ァ
ル
ガ
、
ト
ラ
イ
ニ
ソ
、
レ
オ
ソ

チ
ェ
フ
ら
の
ソ
連
の
理
論
家
の
見
解
を
紹
介
し
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、
人

民
民
主
主
義
国
家
は
資
本
主
義
国
で
も
な
け
れ
ば
社
会
主
義
国
家
で
も
な

い
、
新
し
い
型
の
国
家
で
あ
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
．

　
し
か
る
に
、
冷
戦
の
激
化
、
コ
ミ
ソ
フ
ォ
ル
ム
の
結
成
、
東
欧
諸
国
に

お
け
る
共
産
党
勢
力
の
強
化
に
と
も
な
い
、
一
九
四
七
ー
四
八
年
時
期
に

人
民
民
主
主
義
理
論
は
変
化
し
て
く
る
。
つ
ま
り
そ
れ
は
、
社
会
主
義
へ

発
展
し
て
い
く
過
渡
期
形
態
で
あ
る
と
い
う
主
張
で
あ
っ
た
。
著
者
は
、

人
民
民
主
主
義
が
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
体
制
と
な
ら
ぶ
も
う
一
つ
の
プ
・
レ
タ
リ

ア
独
裁
の
形
態
で
あ
る
と
い
う
デ
ィ
ミ
ト
ロ
フ
の
理
論
を
紹
介
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
そ
の
本
質
も
プ
β
レ
タ
リ
ァ
独
裁
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て

い
る
。
こ
れ
は
、
前
段
階
と
比
較
し
た
場
合
、
重
要
な
変
化
で
あ
っ
た
と

い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
．
一
九
四
八
年
末
以
来
、
東
欧
諸
国
に
お
け
る

共
産
党
の
勝
利
と
独
裁
的
支
配
の
強
化
に
つ
れ
て
、
人
民
民
主
主
義
理
論

の
適
用
に
お
け
る
「
硬
直
化
」
現
象
が
あ
ら
わ
れ
た
、
と
い
う
の
が
著
者

の
見
解
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
そ
れ
は
、
こ
の
理
論
が
ソ
連
と
結
び
つ
い
て

共
産
党
以
外
の
分
子
を
粛
清
す
る
こ
と
を
正
当
化
す
る
た
め
に
用
い
ら
れ

た
、
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
．
か
か
る
情
況
は
今
日
ま
で
引
き
継

が
れ
る
。
「
硬
直
化
し
た
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
は
死
滅
も
消
失
も
し
て
い
な

い
』
。
「
共
産
党
独
裁
の
政
治
体
制
と
工
業
化
の
推
進
を
い
か
に
両
立
さ
せ

て
ゆ
く
か
、
こ
れ
こ
そ
が
社
会
主
義
諸
国
が
現
在
直
面
し
て
い
る
最
大
の

解
決
困
難
な
課
題
で
あ
り
、
将
来
も
そ
う
で
あ
り
つ
づ
け
る
で
あ
ろ
う
」

と
い
う
著
者
の
展
望
は
妥
当
で
あ
る
。
本
章
は
、
人
民
民
主
主
義
理
論
の

問
題
を
通
し
て
、
見
事
に
ソ
連
・
東
欧
関
係
を
描
き
出
し
て
い
る
．

　
東
欧
諸
国
の
政
治
と
ソ
連
と
の
微
妙
な
関
係
の
一
端
は
、
そ
れ
ら
諸
国

の
共
産
党
が
政
権
の
獲
得
と
維
持
の
過
程
で
ソ
連
の
支
援
を
得
て
い
た
と

い
う
事
実
に
も
と
づ
く
。
第
九
章
は
、
一
九
五
六
年
の
ハ
ン
ガ
リ
ー
事
件

以
後
、
社
会
主
義
政
権
が
い
か
に
し
て
合
法
化
さ
れ
て
い
く
か
を
、
ハ
ソ

ガ
リ
ー
に
お
け
る
カ
ダ
ー
ル
政
権
の
権
力
確
立
過
程
を
例
に
と
っ
て
分
析

し
た
も
の
で
あ
る
．
著
者
は
こ
の
分
析
を
通
し
て
、
「
激
し
い
権
力
闘
争

の
紛
争
を
通
じ
て
権
力
を
獲
得
す
る
た
め
に
は
、
少
な
く
と
も
当
該
地
域

に
お
い
て
は
ソ
連
の
支
持
が
決
定
的
に
重
要
で
あ
り
、
ま
た
そ
れ
が
あ
れ

ば
、
国
民
的
反
対
を
前
に
し
て
も
新
政
権
は
成
立
し
得
る
」
と
結
論
づ
け
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て
い
る
ひ

　
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
ソ
連
・
東
欧
関
係
は
常
に
求
心
力
と
遠
心
力

が
錯
綜
し
た
関
係
で
あ
る
。
第
十
章
は
、
東
欧
諸
国
の
な
か
で
も
ソ
連
と

一
定
の
距
離
を
お
く
ル
ー
マ
ニ
ア
共
産
党
内
の
権
力
闘
争
を
通
し
て
、
そ

の
対
ソ
自
主
路
線
が
形
成
さ
れ
て
い
く
過
程
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
で
あ

る
。
著
老
の
考
え
で
は
、
ル
ー
マ
ニ
ア
は
決
し
て
孤
立
し
た
存
在
で
は
な

く
．
一
定
の
範
囲
内
で
東
欧
諸
国
の
立
場
を
代
弁
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
一
九
四
七
年
に
ル
ー
マ
ニ
ア
で
人
民
共
和
国
が
誕
生
し
た
と
き
、
す
で

に
共
産
党
内
で
は
モ
ス
ク
ワ
派
と
国
内
派
と
の
対
立
が
発
生
し
て
い
た
。

東
欧
諸
国
で
は
、
一
般
的
に
は
ソ
連
派
の
勝
利
に
終
わ
っ
た
が
、
ル
ー
マ

ニ
ア
で
は
ゲ
オ
ル
ギ
ゥ
”
デ
ジ
の
指
導
下
に
国
内
派
が
勝
利
を
お
さ
め
た
．

ル
ー
マ
ニ
ア
は
、
一
九
五
三
年
の
ス
タ
ー
リ
ソ
死
後
ソ
連
で
拾
頭
し
て
き

た
個
人
崇
拝
批
判
に
対
し
一
定
の
時
間
を
お
い
て
対
応
し
た
．
こ
の
間
デ

ジ
は
一
九
五
四
年
に
権
力
の
分
散
化
を
試
み
た
が
、
分
散
化
し
た
権
力
は

す
べ
て
デ
ジ
の
率
い
る
民
族
派
に
帰
し
た
た
め
、
結
果
的
に
は
民
族
派
の

権
力
が
強
化
さ
れ
た
。
続
い
て
一
九
五
八
年
に
ル
ー
マ
ニ
ア
は
重
工
業
建

設
を
目
指
す
六
力
年
計
画
を
発
表
し
．
コ
メ
コ
ソ
内
の
分
業
を
拒
否
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
ソ
連
に
対
す
る
経
済
的
依
存
度
を
減
ら
す
方
向
に
向
か

っ
た
．
か
く
し
て
、
一
九
五
八
年
の
ル
ー
マ
ニ
ア
か
ら
の
ソ
連
軍
撤
退
の

決
定
と
相
ま
っ
て
、
ル
ー
マ
ニ
ア
の
自
主
路
線
が
成
立
す
る
の
で
あ
る
。

　
ル
ー
マ
ニ
ア
の
対
ソ
自
主
路
線
は
．
軍
事
路
線
に
お
い
て
も
貫
か
れ
て

い
る
。
第
十
一
章
は
こ
の
問
題
を
扱
う
．
ル
ー
マ
ニ
ア
は
、
す
で
に
ワ
ル

シ
ャ
ワ
条
約
機
構
設
立
の
過
程
に
お
い
て
独
自
の
態
度
を
表
明
し
て
い
た
。

例
え
ば
、
同
機
構
へ
の
ア
メ
リ
カ
や
中
国
（
オ
ブ
ザ
ー
パ
ー
）
分
参
加
を

求
め
た
り
、
社
会
主
義
政
権
樹
立
の
過
程
で
果
し
た
ソ
連
軍
で
は
な
く
ル

ー
マ
ニ
ア
軍
の
役
割
を
高
く
評
価
し
て
い
る
な
ど
の
点
に
、
そ
の
よ
う
な

ル
ー
マ
ニ
ア
の
態
度
が
あ
ら
わ
れ
て
い
た
。

　
一
九
五
五
年
オ
ー
ス
ト
リ
ア
国
家
条
約
が
成
立
す
る
と
、
元
来
オ
！
ス

ト
リ
ア
駐
留
ソ
連
軍
の
後
方
支
援
を
名
目
と
し
て
い
た
ル
！
マ
ニ
ア
駐
留

ソ
連
軍
の
駐
留
目
的
は
そ
の
限
り
に
お
い
て
消
滅
し
た
こ
と
に
な
る
。
さ

ら
に
、
ハ
ソ
ガ
リ
ー
事
件
に
際
し
ソ
連
政
府
は
一
九
五
六
年
一
〇
月
に
声

明
を
発
表
し
、
ソ
連
軍
の
東
欧
駐
留
の
適
否
に
つ
い
て
間
題
を
提
起
し
た
。

こ
の
こ
と
を
契
機
と
し
て
ソ
連
軍
の
ル
ー
マ
ニ
ア
撤
退
の
動
き
は
一
層
促

進
さ
れ
、
一
九
五
八
年
五
月
ワ
ル
シ
ャ
ワ
条
約
機
構
政
治
諮
間
委
員
会
に

お
い
て
撤
退
が
決
定
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
著
者
は
、
ソ
連
軍
撤
退
の
理
由

と
し
て
、
ル
ー
マ
ニ
ア
が
中
国
に
一
層
接
近
す
る
の
を
防
止
し
よ
う
と
し

た
こ
と
、
ハ
ソ
ガ
リ
ー
に
対
す
る
ソ
連
の
脅
威
を
緩
和
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
ハ
ソ
ガ
リ
ー
国
内
を
安
定
化
さ
せ
る
狙
い
の
あ
っ
た
こ
と
を
推
測
し
て

い
る
が
、
こ
れ
ら
は
さ
ら
に
論
証
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
重
要
な
点
で

あ
る
。

　
さ
ら
に
著
者
は
、
ソ
連
軍
撤
退
後
一
九
六
八
年
の
チ
ェ
コ
事
件
に
い
た

る
ル
ー
マ
ニ
ア
独
目
の
軍
事
路
線
の
展
開
を
跡
づ
け
て
い
る
．
そ
れ
は
、

「
武
装
愛
国
組
織
」
を
基
礎
と
し
た
「
全
人
民
戦
争
」
論
の
国
防
政
策
で

あ
っ
た
。
要
す
る
に
そ
れ
は
、
戦
時
に
お
い
て
敵
を
領
土
内
に
誘
い
こ
み
、

正
規
軍
と
民
兵
が
協
力
し
て
行
う
国
民
皆
兵
の
抵
抗
の
戦
略
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
近
代
軍
事
技
術
を
重
視
し
な
い
「
全
人
民
戦
争
」
戦
略
は
、
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ル
ー
マ
ニ
ア
の
国
家
財
政
に
お
け
る
低
い
軍
事
予
算
の
比
率
に
対
応
し
て

い
た
と
い
う
の
が
著
者
の
見
解
で
あ
る
。

　
第
十
二
章
は
本
論
文
の
結
論
部
分
に
あ
た
る
．
著
者
は
、
二
つ
の
例
を

用
い
て
．
ソ
連
・
東
欧
関
係
の
趨
勢
が
ソ
連
の
統
制
力
低
下
に
あ
る
と
見

て
い
る
。

　
第
一
は
、
一
九
八
四
年
夏
に
発
生
し
た
東
西
ド
イ
ッ
接
近
を
め
ぐ
る
ソ

連
と
東
ド
イ
ッ
と
の
論
争
で
あ
る
。
同
年
三
月
ホ
ー
ネ
ッ
ヵ
ー
東
ド
イ
ッ

党
書
記
長
の
ボ
ソ
訪
問
計
画
が
発
表
さ
れ
た
。
し
か
し
、
東
西
ド
イ
ッ
の

接
近
を
好
ま
な
い
ソ
連
は
東
ド
イ
ッ
に
対
し
度
々
警
告
を
発
し
、
両
国
の

間
で
論
争
が
つ
づ
い
た
。
東
ド
イ
ッ
は
、
東
欧
諸
国
の
声
援
を
得
て
ソ
連

に
抵
抗
し
、
九
月
に
な
っ
て
初
め
て
屈
服
さ
せ
ら
れ
た
．
東
ド
イ
ッ
が
最

終
的
に
は
当
面
の
西
ド
イ
ッ
接
近
を
思
い
と
ど
ま
っ
た
と
は
い
え
、
著
者

は
、
こ
の
よ
う
な
ソ
連
・
東
ド
イ
ッ
関
係
の
な
か
に
ソ
連
の
東
欧
支
配
力

の
後
退
を
見
出
し
て
い
る
の
で
あ
る
．

　
第
二
の
例
と
し
て
、
著
者
は
、
ソ
連
と
東
欧
諸
国
間
の
協
議
の
在
り
方

を
問
題
に
す
る
。
周
知
の
よ
う
に
、
ソ
連
・
東
欧
関
係
は
、
「
友
好
協
力
・

相
互
援
助
条
約
」
に
も
と
づ
い
た
二
国
間
関
係
と
、
ワ
ル
シ
ャ
ワ
条
約
に

も
と
づ
く
多
国
間
関
係
の
二
重
構
造
に
よ
っ
て
特
徴
づ
け
ら
れ
る
。
著
者

の
前
提
は
、
ソ
連
の
東
欧
支
配
力
低
下
に
つ
れ
て
多
国
間
協
議
の
な
か
で

各
国
間
の
利
害
対
立
が
表
面
化
し
、
ソ
連
は
団
結
を
損
な
う
こ
と
を
お
そ

れ
る
た
め
に
、
東
欧
諸
国
と
の
問
題
の
処
理
に
あ
た
っ
て
二
国
間
協
議
を

多
用
す
る
よ
う
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
．
著
者
は
一
九
七
〇
年
代
か

ら
八
O
年
代
に
か
け
て
開
か
れ
た
ワ
ル
シ
ャ
ワ
条
約
機
構
政
治
諮
間
委
員

会
と
「
ク
リ
ミ
ヤ
で
休
暇
を
過
ご
す
ブ
レ
ジ
ネ
フ
書
記
長
を
、
東
欧
各
国

の
指
導
者
が
訪
問
す
る
と
い
う
形
で
始
ま
っ
た
」
ク
リ
ミ
ヤ
会
談
の
開
催

状
況
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
多
国
間
協
議
の
減
少
傾
向
を
指
摘
し

て
い
る
．
著
者
に
よ
る
と
、
か
か
る
ソ
連
と
東
欧
と
の
疎
遠
化
の
背
後
に

は
東
欧
諸
国
の
ソ
連
に
対
す
る
不
満
が
あ
っ
た
と
い
う
．
つ
ま
り
、
東
欧

諸
国
に
と
っ
て
東
西
関
係
の
緊
張
は
経
済
的
に
不
利
益
で
あ
る
ぽ
か
り
で

な
く
、
軍
事
的
に
も
危
険
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
東
欧
諸
国
は
「
一

九
七
〇
年
代
後
半
以
後
、
西
側
に
対
す
る
対
決
姿
勢
を
強
め
て
来
、
ま
た

東
欧
諸
国
に
も
同
一
歩
調
を
要
求
す
る
ソ
連
」
に
不
満
を
も
つ
に
い
た
っ

た
の
で
あ
る
．

　
以
上
述
べ
て
き
た
こ
と
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
本
論
文
は
、
一
貫
し
て

ソ
連
の
東
欧
支
配
と
東
欧
諸
国
に
よ
る
ソ
連
の
影
響
力
の
利
用
と
排
斥
の

分
析
に
焦
点
を
あ
て
て
い
る
。
各
章
に
お
い
て
注
目
す
べ
き
分
析
結
果
が

示
さ
れ
て
い
る
が
、
従
来
の
研
究
に
対
す
る
本
書
の
主
要
な
貢
献
は
以
下

の
二
点
に
あ
る
。

　
第
一
は
、
従
来
ワ
ル
シ
ャ
ワ
条
約
機
構
は
N
A
T
O
へ
の
対
抗
と
、
ソ

連
に
よ
る
東
欧
支
配
の
手
段
と
い
う
二
つ
の
側
面
が
あ
る
と
一
般
的
に
は

考
え
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
著
者
は
ワ
ル
シ
ャ
ワ
条
約
機
構
の
か
か
る

一
般
的
性
格
規
定
を
必
ず
し
も
受
け
入
れ
る
こ
と
な
く
、
そ
の
主
要
目
的

が
最
初
は
西
ド
イ
ッ
の
再
軍
備
と
N
A
T
O
加
盟
阻
止
に
あ
っ
た
が
、
や

が
て
ソ
連
の
東
欧
統
制
の
手
段
に
変
わ
っ
て
い
く
過
程
を
解
明
し
て
い
る
。

こ
れ
は
本
論
文
を
貫
く
主
題
で
あ
り
、
著
者
の
創
見
で
あ
る
と
い
え
る
。

著
者
は
、
以
上
の
論
証
過
程
で
原
資
料
に
も
と
づ
い
て
多
く
の
図
表
を
作
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成
し
て
い
る
。
一
例
を
あ
げ
れ
ば
、
ワ
ル
シ
ャ
ワ
条
約
機
構
合
同
軍
事
演

習
の
長
年
に
わ
た
る
推
移
を
示
す
図
表
が
あ
り
、
そ
の
作
成
に
示
さ
れ
た

著
者
の
努
力
を
多
と
し
た
い
。
こ
の
こ
と
は
論
証
を
説
得
的
に
す
る
と
と

も
に
、
理
解
を
容
易
に
し
て
い
る
。

　
本
論
文
の
評
価
す
べ
ぎ
第
二
点
は
、
ソ
連
・
東
欧
関
係
の
分
析
を
通
し

て
、
長
期
的
観
点
か
ら
ソ
連
の
統
制
力
の
低
下
傾
向
を
実
証
し
て
い
る
こ

と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
世
界
政
治
の
い
わ
ゆ
る
多
極
化
時
代
の
な
か

で
、
ソ
連
が
か
つ
て
ほ
ど
東
欧
諸
国
を
統
制
で
ぎ
な
く
な
っ
て
き
て
い
る

事
実
に
合
致
し
て
い
る
。
こ
の
結
論
は
妥
当
で
あ
り
、
具
体
的
な
ソ
連
、

東
欧
諸
国
の
政
治
と
軍
事
の
分
析
に
も
と
づ
い
て
い
る
と
い
う
点
で
高
く

評
価
さ
れ
て
よ
い
。

　
以
上
に
お
い
て
評
価
し
た
二
つ
の
点
は
著
者
の
今
後
の
研
究
課
題
を
内

包
し
て
い
る
こ
と
も
確
か
で
あ
る
。
ソ
連
・
東
欧
関
係
を
軍
事
面
か
ら
見

る
限
り
、
分
析
の
焦
点
が
ワ
ル
シ
ャ
ワ
条
約
機
構
に
あ
る
こ
と
は
当
然
で

あ
る
。
し
か
し
、
わ
れ
わ
れ
は
ソ
連
と
東
欧
と
を
経
済
的
に
結
び
つ
け
る

も
の
と
し
て
コ
メ
コ
ソ
の
存
在
に
注
意
を
喚
起
し
た
い
。
勿
論
松
井
君
自

身
こ
の
問
題
を
意
識
し
て
い
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、
本
論
文
に

お
い
て
経
済
面
と
軍
事
・
政
治
面
の
分
析
と
の
結
合
が
必
ず
し
も
十
分
で

は
な
い
。
つ
ま
り
そ
こ
に
は
、
ソ
連
は
ワ
ル
シ
ャ
ワ
条
約
機
構
に
お
い
て

大
ぎ
な
軍
事
的
負
担
を
お
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
れ
が
コ
メ
コ

ン
で
ど
の
よ
う
に
補
完
さ
れ
て
い
る
の
か
と
い
う
問
題
が
あ
る
．
ま
た
、

著
者
は
東
欧
諸
国
に
対
す
る
ソ
連
の
統
制
力
の
後
退
の
根
拠
を
示
し
て
い

る
が
、
そ
の
根
拠
の
一
つ
と
し
て
東
欧
諸
国
の
経
済
的
自
立
の
要
素
が
必

ず
し
も
十
分
に
分
析
さ
れ
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
軍
事
・
政
治
と
経

済
の
相
互
補
完
関
係
の
な
か
で
ソ
連
・
東
欧
関
係
を
分
析
す
る
こ
と
が
今

後
の
課
題
と
し
て
残
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　
本
論
文
は
、
『
プ
ラ
ウ
ダ
』
、
『
イ
ズ
ヴ
ェ
ス
チ
ヤ
』
、
『
ク
ラ
ス
ナ
ヤ
・

ズ
ヴ
ェ
ズ
ダ
』
な
ど
の
原
資
料
は
言
う
に
及
ば
ず
、
日
本
語
と
英
語
で
書

か
れ
た
研
究
成
果
を
広
く
利
用
し
て
い
る
。
ま
た
そ
れ
は
、
す
で
に
『
国

際
問
題
』
、
『
新
防
衛
論
集
』
、
『
国
防
』
、
『
日
本
経
済
新
聞
』
な
ど
の
学
術

誌
及
び
新
聞
の
書
評
に
お
い
て
高
い
評
価
を
受
け
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、

以
上
の
課
題
を
残
し
つ
つ
も
、
わ
れ
わ
れ
は
、
本
論
文
が
わ
が
国
に
お
け

る
ソ
連
・
東
欧
関
係
の
先
駆
的
業
績
で
あ
る
こ
と
を
認
め
る
。
よ
っ
て
松

井
弘
明
君
に
法
学
博
士
（
慶
鷹
義
塾
大
学
）
の
学
位
を
授
与
す
る
こ
と
を

適
当
と
考
え
る
．

　
昭
和
六
十
二
年
七
月
十
一
日

　
　
主
査
慶
鷹
義
塾
大
学
法
学
部
教
授
　
法
学
博
士
　
山
田
　
辰
雄

　
　
副
査
　
慶
慮
義
塾
大
学
　
名
誉
教
授
　
法
学
博
士
　
石
川
　
忠
雄

　
　
副
査
慶
鷹
義
塾
大
学
法
学
部
教
授
　
　
　
　
　
　
中
沢
精
次
郎
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